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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，研削砥石工業会

（JGWA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべき

との申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これ

によって，JIS R 6243:2008 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 R 6243：2018 
 

といし－研削といしの平衡度の 

静的試験及び検査方法 

Bonded abrasive products-Static testing and inspection methods for 

unbalances of grinding and cutting-off wheels 

 
序文 

この規格は，2014 年に第 4 版として発行された ISO 6103 を基とし，技術的内容を変更して作成した日

本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JC に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，JIS R 6241 の表 1（研削といしの普通使用周速度の限度）に規定する，普通速度で使用す

る外径 150 mm 以上及び質量 0.2 kg 以上並びに高速度で使用する外径 100 mm 以上及び質量 0.1 kg 以上で，

かつ，最高使用周速度が 10 m/s を超えて使用する研削といしの，平衡度の求め方及び実用的な研削といし

の合否判定試験による検査方法について規定する。また，この規格は，研削といしの平衡度の最大許容値

についても規定する（表 1 参照）。 

 

表 1－質量及び外径の範囲 

速度区分 研削といし 

の質量 

研削といしの外径 

＜100 mm 100 mm≦ ＜150 mm 150 mm≦ 

普通速度   ＜0.2 kg － － － － 

   0.2 kg≦ － － － 適用 

高速度   ＜0.1 kg － － － － 

   0.1 kg≦ － 適用 

 

この規格は，受渡しの状態の研削といしに適用できる。ただし，この規格は，次のといしには適用でき

ない。 

－ ダイヤモンド／CBN 工具及び天然といし。 

－ 外面心無し研削用コントロールといし，ラップ研磨用といし，鋼球研磨用といし及びガラス研削用と

いし。 

注記 1 この試験方法で求める平衡度は，研削といし自体がもつ不平衡をいい，平衡度試験心棒（以

下，試験心棒という。）に内在する不平衡又は試験心棒への取付方法による不平衡とは無関係

である。フランジ又はハブフランジを含むいろいろな要素は，平衡が保たれ，均質で，形状


